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「2021 年 8月 28 日 OMEP世界総会宣言」 

乳幼児保育･教育における総合的な支援を 

 世界幼児教育・保育機構（OMEP）の世界理事会理事および第 73 回 OMEP 世界総会に出席した各国

委員会代表は、COVID-19 パンデミックにおいてなされた対応とその復興計画において、「乳幼児保育・教

育（Early Childhood Care and Education : ECCE）」への権利を、実効性をもって実現するために

『人権の包括的な原理』に照らして検討すること」を、公共政策の運営に関わる各国政府や国際機関等に対

し、改めて要請するものです。 

 

先の 2020 年 OMEP 世界総会宣言において、私たちは次のことをはっきりと示しています 

 
私たちの家が燃えています。 

 パンデミックによって世界は、自然災害と気候変動とともに、アジェンダ 2030 の持続可能な開発目標

（SDGs）の達成を阻む健康・経済そして社会上の危機の中にあります。COVID-19 は、これまでも存在して

きた社会・経済的に脆弱な状況を、より深刻化させました。不平等・貧困・窮乏の増加は、とりわけ乳幼児を持

つ女性を直撃しています。経済的な危機は、各国の政治的安定性にも影響を与え、平和と共存を危機にさら

しています。暴力、戦争、飢餓が深刻化し、移民や難民の増加につながっています。 

 

子どもたちは隠れた犠牲者です。 

 子どもの問題はおろそかにされ無視されています。公共政策では、大人中心の衛生的な視点が強く打ち出

され、乳幼児保育・教育（ECCE）へのアクセスや質についての政策は断片的で不平等なままです。乳幼児期

の経験と社会的なふれあいは、パンデミックと隔離の影響で、学びと遊びと運動の可能性を制限する形で作

り替えられています。乳幼児保育・教育施設（ECCE）や初期の健康ケアへの支援は制限され、慢性的な感

染症や乳幼児期によくみられる病気・障がい・予防接種スケジュールや栄養不足への対応には行き届いてい

ません。 

 

OMEP は次のことを認識しています 

 

乳幼児保育・教育施設は出会いの場所です。 

 乳幼児保育・教育（ECCE）は、子どもたちとその家族の発達やウェルビーイングにとって必要不可欠なもの

であり、単に知識の獲得のためだけでなく、包括的な健康ケアと同様に、情緒的・身体的発達や社会化、遊び

のためにも極めて重要なものです。衛生的な緊急事態においては、乳幼児保育・教育（ECCE）によって展開

された全面的な保護機能の重要性がはっきりと示されました。それゆえ、乳幼児保育・教育（ECCE）の社会

的・教育的価値についての理解が広がったのです。 

 

誰一人として子どもを取り残さないことを保障する革新的な対応の展開にむけ、保育者は極めて有能な

即座の取り組みでその真価を発揮しました。 

 保育者はみな、政策決定に影響を与えたり、代案を見つけたり、新しい教材や学びのための新たな環境を

創造したり、乳幼児期の学びを支える乳幼児保育・教育サービスと家庭をつなぎ、連続性を保証するために

尽力しました。保育者たちと市民社会組織は、乳幼児保育・教育施設の一時閉鎖期間中、再開計画を可能に

するために、そして子どもたちと家庭を支援するために、政府と乳幼児保育・教育システムを支えたのです。 
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乳幼児の保育と教育に関わる政策は分断されている状況です。 

 世界中の多くの国において、乳幼児保育・教育（ECCE）は、時代により、政府により、そしてその他の要因

により分断されています。「養護」と「教育」の間の絶えざる分断は、「子どもの最善の利益」を考慮していませ

ん。教育とケアは切り離すことのできない社会的行為なのです。 

 

乳幼児保育・教育はインクルーシブで、受容的で順応的でなければなりません。 

乳幼児保育・教育（ECCE）の断片化は、乳幼児保育・教育（ECCE）のホリスティックな本質に影響を与え

ます。それは、子どもを中心におく遊びを基本とした本来のアプローチよりも、親の就労のための保育ニーズ

といわゆる学業の達成を追い求める学校教育の前倒しの双方、もしくはどちらかを優先させる危険性があり

ます。労働状況に応じた保育の優先に呼応している政策は、経済と結びついた大人のニーズ・労働市場・貧

困の増加と排除・その他の要因などにも左右されます。過度の学校化は、乳幼児期の教育の主たる機能は、

後の就学段階への準備であることを想定しています。乳幼児保育・教育（ECCE）は、受容的すなわち、遊び

を権利として認め、ウェルビーイングな環境を作り、環境の中で探索するための安全を確保し、社会的相互作

用と情緒的関わりを促進するという、乳幼児期の発達特性に応じたものでなくてはなりません。同様に、乳幼

児保育・教育（ECCE）は、子どもが育つ家庭や文化に適応し尊重しなくてはなりません。子どもも家族も共

に生き、心地よく受け入れられる環境の中で人間性を育むために、参加・創造・芸術・想像・ファンタジー・探

索・表現の自由を可能にする豊かな教育が提供されなくてはならないのは、そのためです。 

 

教育は単独で行うことはできません。 

 乳幼児期における人権の全面的な保護は、子どもの発達は全体的でなければならないという信念に基づい

た包括的公共政策を必要とします。国は、子どもたちの様々な経験や家庭や地域の文化的・経済的・社会的

資源の状況を受け入れ、適応した対応を展開するために、より組織的に、より全体的かつ調整的なアプロー

チとプロセスを計画し実行しなければなりません。乳幼児保育・教育（ECCE）の役割は根幹をなすものです

が、それは共通の持続可能な視点によってつながれた、健康・社会福祉・司法・経済・まちづくり・建築といっ

た他分野からのアクションによって強化されなくてはなりません。 

 

OMEP は国や国際機関等に訴えます。 

 COVID-19 の世界的流行からの復興対応と計画を作成するにあたり、乳幼児とその家庭を優先して考慮

することを訴えます。そのためには、次の公共政策が必要です。 

（1）子どもたちの現在と未来に影響を与えうる全ての手だてにおいて「子どもの最善の利益」の原則に照らし

て、乳幼児期における人権の全面的な保護を保証すること。 

（2）乳幼児保育・教育（ECCE）のための運営と予算の分断化を行わないこと、そしてよく調整され、包括的

で部門・部署の垣根を超えて協働する強力な政策を構築すること。 

（3）採用された厳格なやり方が、乳幼児保育・教育（ECCE）に必要な財源を危うくすることがないよう、十分

な予算を確保すること。 

（4）復興への対応と計画の策定において、子どもの目線で配慮すると同時に、保育者や教師、家族、女性、そ

して地域社会の参画を保証すること。 

（5）乳幼児保育・教育施設（ECCE）へのアクセスと質を向上させ、全ての子どもたちが実際に受け入れられ

る補完的なプログラムを保証すること。 
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